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戦略 1 若者定着 
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基本施策 
１－１ 

若者 夢 実現   魅⼒的    目指   若者 主体的 活動      
       参画 促  若者 定着 促進     

主な施策 
 若者        参画 ⻑岡 盛 上          実現   若者 

⾃ 考  取 組 活動 ⻑岡市全体 総⼒             
 ４大学１高専１５専門学校等と、人材育成や産業の活性化など幅広い分野

 連携  学⽣ 発想⼒ 新  視点  大学 専門知識 技術 活    
     推進  魅⼒  ⻑岡 目指     

■戦略１ 若者定着 
 
若者の地元定着やＵ・Ｉターンを促進するため、若者⾃らが魅⼒を⽣み出すまちづくりを 
進めます。 

 
 

 

 
  
  

数値目標 

市内就職率※2   20.7%  →  25% 
         （平成 30 年度）  （令和 6 年度） 

若者定着 促進  若年層（15 歳 34 歳）の転入者に対する
転出者超過率 抑制     

転出者超過率※1  114.5%  →  105% 
（平成 30 年）  （令和６年） 

 ⻑岡 住    住 続     指標    市内 4 大学・1 高
専・15 専門学校卒業者 市内就職率 伸      

※1 新潟県人口移動調査 前年 10 ⽉ 1 ⽇  各年９⽉ 30 ⽇までの集計数値（県統計課） 
※2 市内４大学・１高専・15 専門学校就職         調査（     若者    機構実施） 

若者 楽   可能性を広げていくことにつながる学びや体験の機会を充実させます。

定性目標
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基本施策 
１－３ 

若者 多  人 出会  将来の可能性を広げ、楽しみながら新しいことに挑戦で
きる環境づくりを進めます。 

主な施策 

 教育機関 産業界 連携  進学 就職 ⻑岡 離  前  ⻑岡 学  
  働    暮       ⻑岡 魅⼒ ⼗分 伝  体験         若
者の定着を促します。 

 様々 形 男⼥ 出会 機会 提供 ⽀援 ⾏  ⻑岡 家庭 築  暮 
 続    思 若者 増    。 

 エンパワーメント※やワーク・ライフ・バランス※          ⼥性 活躍 応
援するほか、性的少数者（LGBT）  理解促進 ⽀援 取 組  男性 
⼥性 働     誰  互  人権 尊重 合 社会 実現 目指     

基本施策 
１－２ 

主な施策 

 若者 将来 可能性 伸     学  交流 ⻑岡版        推進
  拠点    ⽶百俵    （仮称）人    学  交流    整備 進
め、将来を担う人材を育成します。 

 時代が求めるデジタルテクノロジーなどの知識 得   機会  年齢 応  
仕事体験事業   実施      若者 楽      学校以外  学 
 体験    機会 充実  仕事 将来 進路 多様 選択等     
れるよう⽀援します。 

 若者 地元企業 地域 活躍  人 各分野 第⼀線 担 人   多彩 
人々 出会  交流  機会 設  若者 ⽀         形成  新 
なアイデア創出・実現につなげます。 

⻑岡在住 若者 対  ⻑岡 暮  魅⼒ 伝       地元就職     
         若者 転出 抑制   。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※エンパワーメント…個人として、そして/    社会集団    意思決定過程 参画  ⾃律的 ⼒        
※ワーク・ライフ・バランス…「仕事と⽣活の調和」と訳され、⼀人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、

家庭 地域⽣活        ⼦育 期 中高年期    人⽣ 各段階 応  多様 ⽣ ⽅ 選択 実現   社会     
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基本施策 
１－４ 

主な施策 

 ⻑岡 離  若者 市外 住 若者 対  ⻑岡 暮     思    総
合的な情報を発信し、Ｕターン・Ｉターンを促進します。 

 ４大学１高専 15 専門学校等 連携  ⻑岡 学    思    情報 発
信し、進学による転入を促進します。 

 地域   協⼒隊 活⽤   地域 魅⼒ 掘 起              
事業      ⻑岡 魅⼒ 発信  若者 転入 促進   。 

⻑岡 離  若者 市外 住 若者 対  学  仕事 ⽣活情報等 ⻑岡 
魅⼒ 発信  若者 転入 促進     
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基本施策 
2－１ 

⼀人    ⼦   保護者 丁寧 寄 添  多様     対応  ⽀援 ⾏ 
    ⻑岡 安⼼  ⼦   産 育      人 増    。 

主な施策 

 ⻑岡       保育士のいる屋根付き公園”「⼦育ての駅」などで⼦育てを積
極的に⽀援します。 

 安⼼  出産 ⼦育       妊娠期  育児  切 目   ⽀援（⻑
岡版「ネウボラ」※） 展開       若者    ⾃⾝ 家庭   世代 
     意識 醸成 図   。 

 発達が気になる⼦や配慮を要する⼦について、「すこやかファイル」などで幼児期
  義務教育修了  継続  教育 ⽀援 ⾏       ⼦育 家庭  
⽀援体制を整備し、⼦どもたちの健やかな育ちを⽀援します。 

 ⼦どもたちの将来が、⽣まれ育った環境によって左右されることなく、未来に夢や
希望 持     ⽣活困窮世帯  ⽀援 ⾏   。 

■戦略２ ⼦育て 
 
⼦育て環境を充実し、⼦どもや家庭に寄り添った切れ目のない⽀援をすることで、⻑岡で 
⼦どもを産み育てたいと思うまちづくりを進めます。 

 
 

 

  

数値目標

⼦育 環境 ⽀援 満⾜度 高     ⼦育  環境 ⽀援  満⾜度※78.5% → 85% 
（平成 30 年度）（令和 5 年度） 

※⻑岡版    …保健師 助産師  専門職員  妊娠期  就学前    切 目  家族 ⽀援      
市独⾃の⼦育ての駅や、⼦育てコンシェルジュ、⼦育てサポーター等と連携し取り組む。 

⻑岡 ⼦   産 育    思 人 増      

定性目標 

※ ⻑岡市⼦育  育    ”   策定 関     調査  調査項目 ⻑岡市    ⼦育  環境 ⽀援  満⾜度     
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基本施策 
２－3 

仕事 ⼦育  両⾯   職場 地域   保護者       市⺠    
⼦育    環境 整      ⻑岡 ⼦育     思 人 増    。 

主な施策 
 保育園の親⼦食育講座などで、⼦どもと保護者の食育と運動への関⼼を高め、

早期の⼦育て段階から家庭における健康な食⽣活の基礎づくりを進めます。 

基本施策 
２－２ 

主な施策 

 働く企業での事業所内保育や地域主体の放課後児童クラブなど企業・地域・
多世代 連携   市⺠    ⼦育    家庭 ⽀援   。 

 保育施設の適正配置や保育施設の改修などにより、快適な保育環境の整備を
進めます。 

 働きやすい職場づくりを推進し、⼦育てを応援する企業を増やします。 
 若者 対象   安価 賃貸住宅 提供   ⽣活環境 ⽀援   。 
 ⼦   楽  歩  ⻑岡 ⼦育  幸  感  、人に優しい道づくりを進めま

す。 

幼少期から食育や運動の基本を⾝に付ける取り組みを進め、⼦育ての⼀環として
親⼦両世代の健康づくりを⽀援します。 
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基本施策 
３－１ 

教育施策 充実 努  ⻑岡  愛着 誇  持  将来    住 続    
思う人を増やします。 

主な施策 

 ⻑岡  愛着 誇  持     地域⼒ 市⺠⼒ 活      ⻑岡   
さと学習や伝統芸能、まつりなどの伝承に取り組みます。 

 ⼦   個性 可能性 伸        社会 ⽣ 抜 資質 能⼒ 育 
ます。 

 熱中、感動、本物体験の場の提供を充実し、⼦どものやる気や学ぶ意欲を高
め、地域や⾃然を愛する⼼を育みます。 

 人口減少 ⻭⽌     豊  社会 築       家族 家庭 意義に
ついて学ぶ教育を進めます。 

■戦略３ 教育 
 
⽶百俵の精神で、質の⾼い教育と教育環境の整備を進め、⻑岡に住み続けたい⼈、⻑岡に 
帰って来たい⼈、未来の⻑岡を背負って⽴つ⼈を育てます。 

 
 

 

 
 
 
  

    ⻑岡  愛着 持  貢献  意欲 育     
小学校※  62.1%  →  70% 
中学校※  47.9%  →  55％ 

（令和元年度）   （令和 6 年度） 

      愛着 誇  持  様々 ⽴場 ⻑岡 ⽀        柔軟      人材 育   。 

定性目標

数値目標

※全国学⼒ 学習状況調査 地域 社会        何     考       児童⽣徒 割合 
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基本施策 
３－３ 

魅⼒  ⾏ 届  教育 環境    進  教育       価値 高      
Ｕ Ｉ    含  ⻑岡 教育 受    受      思 人 増      

主な施策 

 ⼦どもたちが安⼼安全にスポーツに取り組める環境を整備し、⼼⾝ともに健全な人
材を育成します。 

 英語教育 国際理解教育 充実  世界 通  人材 育   。 
 熱中 感動 本物体験 場 提供 充実  ⼦   個性 能⼒ 伸    。 
 教育   人    大切  表    ⽶百俵 精神  普及 啓発 進   。

基本施策 
３－２ 

主な施策 

 ⼦      体制 充実        不登校 特別⽀援教育   適切
に対応し、安⼼して学べる教育環境をつくります。 

 基礎 基本 確実 習得      活⽤  ⼒ 育      確  学⼒ 
育成します。 

 経済的理由   就学困難         教育  経済的負担 軽減  
ための⽀援を充実します。 

 保幼小中 連携 円滑  、切 目   ⼦育 ⽀援 教育 ⾏   。 
 校舎の大規模改修や教材の充実など、教育環境の整備を進めます。 

未来 ⻑岡 背負  ⽴ 創造⼒豊  人材 育成     ⻑岡 取 組   。
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■戦略４ 働く 
 
若者が魅⼒を感じて働きたくなるように、頑張る地元企業・地場産業の⽀援に加え、起業・
創業や企業誘致を産官学⾦の総合⼒で推進します。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

基本施策 
４－１ 

４大学１高専や産業界と連携する NaDeC構想※に基づき、学⽣の起業・創業や
新技術を活⽤したイノベーションにより、新産業の創出に取り組みます。 

主な施策 

 課題解決 経験   起業     醸成  起業   後 成⻑   ⽀援 
る起業⽀援エコシステム※を構築し、学⽣の起業・創業を⽀援します。 

 新技術を活⽤し企業や社会の課題を解決するイノベーション・ハブ※の事業など
 ⾏       画期的 新製品 開発 新産業 創出 目指     

 ＮＰＯ法人⻑岡産業活性化協会ＮＡＺＥ 連携  ＡＩ※、ＩｏＴ、ロボッ
 技術 活⽤  ⽣産性 向上 進       ⻑岡          ⼒ 
高めます。 

事業計画承認件数※2  17 件  →  40 件 
              （平成 30 年度） （令和 6 年度） 

担 ⼿ 育成 確保 若者 魅⼒ 感  農林⽔産業 続 
られる環境整備を進めます。 

起業・創業の件数を増やします。 起業した件数※1  30 件/年 → 41 件/年 
（平成 30 年度）  （令和６年度）

付加価値を高められる企業・事業者の集積を図ります。 

担い⼿農家の農地利⽤割合 64.5% → 70％ 
                   （平成 30 年度）（令和 6 年度） 

若者 魅⼒ 感  企業 事業者 増 し、企業の認知度 高めます。 

定性目標

数値目標 

※1 起業⽀援          ⽀援   起業  件数／年 
※2 地域未来投資促進法 基  地域経済牽引事業計画承認件数（累計） 

※NaDeC 構想・・・「人づくり・産業振興」の拠点における機能や事業について、3 大学 1 高専（⻑岡技術科学大学 ⻑岡造形大学 
⻑岡大学 ⻑岡⼯業高等専門学校）  提案 受  構想 NaDeC   ⻑岡（Nagaoka）の中⼼市街地を核として、3 大学 1
高専の位置を線で結ぶと三角すい（Delta Cone） 形          頭⽂字 取     現在 ⻑岡崇徳大学 加入  ４
大学１高専となっている。 

※起業⽀援エコシステム・・・起業家 ⾃律的 連続的 ⽣ 出   仕組   
※イノベーション・ハブ・・・幅広い分野の知恵や技術を有する、企業を中⼼とする技術革新の主役が集う基盤。 
※AI・・・artificial intelligence  略 人⼯知能  
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基本施策 
４－３ 

地元企業 地場産業 成⻑ 発展 産官学⾦ 総    ⽀援  地域経済 牽引
する企業群の形成を目指します。 

主な施策 

 「Society 5.0※」を担う、世界に通⽤する人材を育成するため、AI プログラミン
グ教室やロボコン※活動など、⼦どもや学⽣が学ぶ機会を増やします。 

 高校 大学 連携  地元企業 地場産業 対  理解 進  農商⼯分野
    先端技術 学習 促進  産業人材 育成 ⾏     

 産業⽀援機関 連携   地元企業 地場産業 ⽣産性向上 稼 ⼒ 収益
⼒向上       産業人材 育成     

基本施策 
４－２ 

主な施策 

 産官学⾦ 連携 各種⽀援制度 有効活⽤  企業 新技術 新製品 開
発や新分野進出などを積極的に進めます。 

 国や県が重点的に取り組む事業承継に関する情報を積極的に発信し、地元
企業・地場産業の後継者育成を⽀援します。 

 地域企業      化 向   高度 技術 持 外国人材 活躍   
環境づくりに取り組みます。 

 ⻑岡 世界 誇 農⽔産物 加⼯品      持  地場産業 海外展開
を⽀援します。 

      視点 高 技術 志 持  ⻑岡 未来 ⽀  産業人材 育成 
取り組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※Society 5.0   仮想空間 現実空間 高度 融合           経済発展 社会的課題 解決 両⽴   人間中⼼ 社会 
※ロボコン             略      設計 制作 制御 伴 技術 競        
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基本施策 
４－５ 

新たな産業団地の整備やＩＴ系企業の拠点誘致を進めることで付加価値の高い
企業を集積させ、雇⽤の拡大と地域経済の活性化を図ります。 

主な施策 

 経営 効率化 ６次産業化※ 推進    担 ⼿ 育成 確保 若者 魅
⼒ 感  農林⽔産業 続    環境整備 進     

 外国人 ⼥性 高齢者 障害者  誰  働    職場環境    促進 
ます。 

 高度 技術 持 外国人材 活⽤ 積極的 進  地域企業      化
 魅⼒向上 総合的 ⽀援     

 他地域との連携を深めるとともに、県内外の高校や大学に対してインターンシップ
 企業情報 発信  ⻑岡  就職 促     

基本施策 
４－４ 

主な施策 

 ４大学１高専 産業⽀援機関  共同研究         ⽀援   ⻑
岡     強  魅⼒ PR して企業誘致を推進します。 

 地元企業 隣接地拡張 域内移転        細  対応  産業界 
動向と企業の業況を的確に捉え、新たな産業団地の整備を進めます。 

 新幹線 高速道路   高速交通網 整備     ⻑岡 強  活   
ＩＴ系企業のサテライトオフィスや開発拠点の誘致を目指します。 

若者 働     企業群 魅⼒ 発信  近隣市町村 連携    地域 人材
が集まる取り組みを進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※6 次産業化・・・1 次産業    農林⿂業  2 次産業としての製造業、3 次産業としての小売業等の事業との総合的かつ⼀体的な
推進を図り、豊かな地域資源を活⽤した新たな付加価値を⽣み出す取り組み。 
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■戦略５ 交流・連携 
 
⻑岡の歴史、⽂化、⾃然、特産品などの豊かな地域資源をさらに磨き上げ、広く国内外に 
情報発信することで「⻑岡ファン」を増やすとともに、近隣・関係市町村等との広域連携の
積極的な推進や、国際的な交流の充実により、交流⼈⼝・関係⼈⼝を増やします。 

 
 

 

 
 
 
  

基本施策 
５－１ 

中越地域 中⼼   近隣市町村 共通資源 持 関係市町村  連携 各関
係機関  連携   広域的 連携 強  地域資源 魅⼒ 高  交流人口 
増やします。 

主な施策 

 近隣市町村 持 様々 地域資源 結集  各関係機関  連携    中
越地域全体の発展を目指します。 

 ⽕焔型⼟器 良寛 北前船 ど共通の地域資源を有する関係市町村との連
携 強    資源 持 魅⼒ 磨 上  広 情報発信 努     

 豊  地域資源 連携 高     関東 北陸 東北   繋 道路    
   形成    必要     整備 ⾏     

市内 5IC 利⽤台数※２ 1,240 万台 → 1,312 万台
（平成 30 年度）  （令和 6 年度） 

⻑岡 訪  人 増      

主要集客地点入込数  736 万人 → 836 万人 
（平成 30 年）  （令和６年） 

近隣 関係⾃治体  連携事業 強化     

訪⽇外国人客       交流人口 関係人口 増加 目指  効果的 情報発信 新       
提供を促進します。 

定性目標

数値目標 

JR ⻑岡駅乗⾞人数※１ 212 万人 → 220 万人 
（平成 30 年度）  （令和 6 年度）

※１ 各駅の乗⾞人員（ＪＲ東⽇本） 
※２ IC 出入交通量（NEXCO 東⽇本） 
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基本施策 
５－３ 

姉妹都市・友好都市をはじめとした国内外の都市との歴史や⽂化を超えた幅広い
交流 推進  交流人口 増    。 

主な施策 

 地域 宝 市⺠ ⼀緒 磨 上  ⻑岡 魅⼒ 強化  広 国内外 情報
発信        ⻑岡 興味 持  ⻑岡 訪  人 増      

 訪⽇外国人客 含 来岡者 満⾜度向上    観光施設 整備     
  受入 体制 整備 ⾏  ⻑岡  誘客 促進     

 ⻑岡 歴史 ⽂化 ⾃然風景   活   交流 体験 滞在型     提
供   ⻑岡     増      

基本施策 
５－２ 

主な施策 

 海外 姉妹都市 友好都市  ⻘少年交流 実施       ⻑岡 居  
    姉妹都市等 触  機会 増      市⺠交流 裾野 広   
   相互交流 促進   。 

 国内外 姉妹都市等  交流 機会 捉  地域資源 活   体験   
   実施    魅⼒ 発信 努   。 

 国内 友好都市 市⺠団体   互  地域     交流     参加 
     魅⼒  地域    意欲 醸成       災害時  義捐⾦ 
      派遣   相互⽀援 ⾏     

⻑岡花⽕       地域 宝 市⺠ ⼀緒 磨 上  広 国内外 情報発信
       ⻑岡     歴史 ⽂化 ⾃然風景   活   訪⽇外国人客 
含  交流 体験 滞在型 交流人口 増    。 
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 ⻑岡           大切   国内外  ⻑岡 ⽀  関係人口 
増やします。 

基本施策 
５－４ 

主な施策 

     納税               活⽤  ⻑岡      野 広    
  ⻑岡             獲得              ⻑岡       

ＳＮＳ等 国内外 ⻑岡 魅⼒ 発信                     
つなげます。 

 市出⾝者 ⻑岡            ⻑岡応援倶楽部  会員向   定期
的 ⻑岡 旬 情報 特産品 ＰＲ   ⾏  ⻑岡  誘客促進 地域経
済の活性化を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※           …        活⽤    目的 志      全国    世界中 人  資⾦ 集  ⼿段     
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■戦略６ 安全安⼼ 
 
将来にわたって住み続けたいと思えるような、誰もが充実し、安全で安心して暮らすことの
できる、快適なまちづくりを進めます。 

 
 

 

 
 
 
 
 

基本施策 
６－１ 

年代 問  誰      限 住 慣  地域      暮  続       
地域共⽣社会を目指した⽀援体制を充実させることで、福祉の増進を図ります。 

主な施策 

 高齢者が住み慣れた地域で安⼼して暮らし続けられるよう、⽀援体制・サービスの
充実 図  医療 介護等 関係者 連携 推進     

 障害のある人が⽣きがいを持って地域の中で安⼼して暮らしていけるよう、⼀人ひ
   合  適切 就労⽀援 社会参加 地域交流 促進     

 福祉 介護 専門職            様々 ⽴場 人  福祉 担 ⼿ 
  幅広 活躍      若者  高齢者  多様 人材 確保 育成    

住み慣れた地域で安⼼して暮らせるよう、地域包括ケアを推進 
します。 

都市機能を強化し、快適性を高めます。 

人と人がつながり、⽀え合う地域づくりを進めます。 

定性目標

数値目標 

※            利⽤者（患者） 情報        ＩＣＴ ⽤  関係機関 共有          安⼼ 適切    
効率的 医療 介護 環境 構築  連携     

フェニックスネット※の参加機関数 181 機関→230 機関
（平成 31 年度）（令和 6 年度）

登録者数 4,705 人→10,000 人 
（平成 31 年度）（令和 6 年度）
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基本施策 
６－３ 

地域保健活動 強化 各種健康    活⽤ ⾏     ⽣活習慣病 認知症 
フレイル※などの予防や、こころの健康づくり、⽣きがいづくりに取り組み、健康寿命の延
伸を図ります。 

主な施策 

 市内外の災害で得た教訓を活かしながら、要配慮者に対する⽀援体制づくり、情報伝
達⼿段の多重化を進めるとともに、大規模災害に備え、防災情報の発信、避難所の
開設・運営及び庁内体制など    抜本的 ⾒直  さらなる防災体制の強化を図
ります。 

 地域の実情や様々な対象者に合わせた防災教育・普及啓発により、防災に対する市
⺠ 理解を促すとともに、地域の防災リーダーの育成や地域主体の防災活動を⽀援す
     市⺠防災⼒ 地域防災⼒ 維持 向上 図     

 救命率 向上    救急救命士 指導救命士 養成     隊員 教育訓練 
実施       市⺠ 対  ＡＥＤ講習   応急⼿当普及啓発活動 ⾏  
す。 

 大規模災害時  継続  活動         消防庁舎 整備 ⽼朽化  ⾞
両、資機材 計画的 更新       災害⽤       新  技術 活⽤  
災害対応⼒ 強化        

 災害時における救助活動や⽀援物資輸送を⽀える幹線道路網の強化を図り、緊急 
輸送路等 多ルート化を図ります。 

 浸⽔ 冠⽔ 原因      狭小   荒廃  河川 排⽔路 整備及 ⾬⽔管 
増強    場 貯留施設 整備   ⾏  市街地 排⽔能⼒ 高     

 緊急排⽔体制を強化することで被害軽減を図るとともに、市⺠⾃ 取 組 ⾬⽔貯留
設備設置等の⾃助の活動を継続的に⽀援し、協働による⾬⽔対策を推進します。 

 ⾃主的 森林整備活動 ⾏ 団体 運営 ⽀援  森林 防災機能 維持 図  
す。 

基本施策 
６－２ 

主な施策 

 健康    関⼼ 持  先進 技術 理論 基   環境 整備 機会 提
供 ⾏          健康    積極的 取 組  地域 中 健康 ⽀
えるしくみを構築します。 

 特定健診やがん検診などを受診しやすい環境を整備し、各種健康データを活
⽤・分析しながら、⽣活習慣病の発症予防と重症化予防の強化を図ります。 

 高齢者      元気 暮      認知症      知識普及    
 予防 推進       住⺠ 主体的 介護予防活動 取 組 通  場
の充実を図ります。 

防災 減災 資       整備       市⺠防災⼒ 強化 防災体制及 
消防・救急体制の充実強化を図ることにより、災害に強いまちづくりを進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※フレイル・・・加齢     筋⼒ 認知機能   ⼼⾝ 活⼒ 低下  ⽣活機能障害 要介護状態   危険性 高    状態
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基本施策 
６－５ 

地域の実情や変化する時代に合った⽣活環境の整備により、最適な公共サービス
を提供します。 
既存インフラ、公共建築物は、新たな発想を取り入れながら、計画的に改修や修繕
 ⾏    ⻑寿命化 推進      最適 施設 配置 ⾏  地域 暮   
⽀えます。 

主な施策 

 ⽣活基盤を確保するため、地域の実情に合った公共交通の維持に努めるととも
  誰  利⽤    公共交通 目指     

 住宅関連団体  連携 空 家       中古住宅等 流通 活⽤⽀援
 役⽴ 情報 提供       既存住宅 改修 ⽀援  とともに、空き家
の活⽤や多世代にわたって快適に住み続けられる住環境整備を促進します。 

 高齢者事故防⽌の安全策を展開し、高齢者の交通事故防⽌を図るとともに、
地域  効率的     ⾒守   推進等    犯罪抑⽌ 図     

 ⽣活様式が多様化する中、時間や場所を問わず申請・⼿続きができる電⼦申
請 拡充  利便性 向上 図     

基本施策 
６－４ 

主な施策 

 既存     公共建築物 計画的 改修 修繕 ⾏  施設 ⻑寿命化 
目指します。また、新たな発想を取り入れ、既存施設を賢く活⽤しながら、最適
 規模 施設配置 ⾒直     

 新  技術 市⺠ ⼒ 活⽤  雪 苦   安⼼  暮         進
めます。 

 誰もが⽣きがいづくりや社会貢献活動を通して⾃己実現を図ることができるよ
う、通い・集い・学びの場を整備します。 

時代 変化 地域特性 踏   公共交通  移動⼿段 確保 住宅      
有効活⽤を⽀援するとともに、新たな技術導入や⽀援体制の充実により、暮らしに 
   不安解消 利便性 向上 図     
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基本施策 
６－６ 

主な施策 

 ⼦    高齢者   誰  安⼼  利⽤         活動 拠点 環境
づくりを進めます。 

 過疎高齢化集落 除雪 移動 ⾒守     課題 対応     集落⽀援
員※を配置するほか、よったかり場※の設置、除雪共助組織の活動強化等を実
施します。   地域   協⼒隊 活⽤   地域 魅⼒ 掘 起      
地域コミュニティと共助の強化及び地域の活性化を⽀援します。 

 翻訳ツール等の活⽤により多言語対応の強化を図るなど、国籍に関わらず安⼼
して暮らすことができる環境を整え、誰もが輝ける、多様性を活かしたまちづくりを
進めます。 

人口減少   地域 実情 踏   ⾝近        形成 住⺠ ⼒ 発揮 
  環境    進       連携 交流 推進    地域 活性化 図   。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

※集落⽀援員・・・過疎高齢化 進 集落 維持     関係機関  橋渡  ⾒守  共助 促進等 取 組 人材 総務省 
制度  

※よったかり場・・・既存 集落施設 活⽤  集落住⺠ 誰  気軽 ⽴ 寄   茶飲 話     新  拠点          
通じコミュニティの強化による助け合いの促進を図る場。 


